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出所 :ナ,I II:雄・祐紀子I写真手控帖 愛知製陶所 2001
年夏の記憶』
図11 施釉後の一部拭き取 り作業の光景
























































































































出所 :堀 正雄・祐紀子『写真手控帖 愛知製陶所 2001
年夏の記憶』
図14 施釉された素焼品を搭載してンヤトル窯 (本焼成)に向かう台車
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図19 秋日和・窯工房コンサー ト (2001.10.7)










































































































































































































































者は約 700人に上 り,春祭 りの2日間の人出
500人を上回る盛況振 りである。







































































































































7.お わ り に
愛知製陶所の工場,ポー セリン・ミュージア
ム,芸術家横丁に関する見学 。ヒアリングは,
2002年4月から7月にかけて10回近くに上っ
た。最初, とうめい新聞社を定年退職された鶴
勲さんから愛知製陶所の近況 (素地生産停止な
ど)を知り,懇意の加藤高康社長を訪ねて同社
を見学したのは4月10日のことである。同社
長および中村儀朋さん (芸術家横丁・代表世話
人)をはじめ多くのボランティアの方々から,
工場空間を生かしそれを芸術・交流空間へと変
えていく活動をお聞きし,そのダイナミズムに
ついての熱っぱい語りに引き込まれた。
近代瀬戸を支えてきた陶磁器工場が,街並み
から次々と消えていく。そうした荒波に抗して,
近代化産業遺産を利用した文イ麒勺街づくりの新
しいスタイルが瀬戸の地で誕生したのである。
「その魅力的な全体像と歴史的な意味について
まとめてみたい」との思いを胸に帰途についた
が,着手できないまま日が過ぎていった。その
間,加藤高康社長と中村儀朋さんからは折に触
れて各種イベントの招待状や資料をいただく。
ついに重い腰をあげ, 6月16日(日曜)の「芸
術家横丁6月祭り」に九一日参加した。各種イ
ベントで,工場の中のモノづくり空間が千変万
化し,芸術空間に変身する。そうした両界に集
い興じる人々を目の当たりにしつつ,運営に携
わるボランティアや工場で働いてきた職人,出
展者や実演者,そして一般見学者など,いろい
ろな方々と話し合った。そこでの走り書きメモ
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は30数ページにのぼる。
ようやく小論の作成に着手したのは2002年
6月末で, 7月中旬にかけて再ヒアリングを重
ねつつ書き進め, 7月末には何とかまとめ上げ
ることができた。会社の長い歴史的スパン,工
場の技術や文化,労働の奥行きの深さ, さらに
は芸術家横丁の活動に参画する人たちの思いや
活動の多彩さなどが渦を巻き, また聴き取りが
メインである故,全体像とその意味を探るのは
簡単ではなかった。ヒアリングする度に,新た
な側面や資料,言己臆などが堀 り起こされ,それ
に伴い新たな関心や疑間が湧いてくる。こうし
て, ヒアリングが次のヒアリングを呼び込んで
いくのである。
瀬戸の老舗製陶所にみる新しいタイプの産業
文化,すなわちポーセリン・ミュージアムと芸
術家横丁は,西洋アンティー ク磁器を中心とし
て歴史的に蓄積されてきた製造技術と芸術文化
の厚みを基盤にして生まれたものである。それ
はまた,西洋アンティー ク磁器をコアとする「総
合芸術」的展開に向けた加藤高康社長の長年の
思いが,危機に瀕する瀬戸の近代化産業遺産を
何とか保存じ文化的街づくりに活かしたいとい
う名ディレクター。中村儀朋さんらの高い使命
感や創意的な活動力と遊近し,両者の深い連帯
によって生命力を吹き込まれたといえよう。お
互いに知恵を出し合い,人的ネットワークをフ
ルに活用して,わずかな資金を何倍にも生かそ
うと努力する。「そうした中から,無から有を生
み出す気概と工夫が醸成されてくるのでは」と
加藤 敬さん (芸術家横丁のコアメンバー)は
言つ。
芸術家横丁が開催 した2001年10月7日の
第1回イベントには,美濃市の行政マンが市民
ボランティアとして応援にやって来た。照明機
材を貸してくれただけでなく,彼自ら照明,ケー
ブルをセットしてくれたという。また,美濃市
のパンフを持ってきてさりげなく配り,瀬戸に
も美濃のファンをつくり帰っていった。自治体
職員の,一市民としてボランティア活動にも取
り組む新しいスタイルの一例といえよう。従来
のスタイルや枠組みを超えた活動への参加を通
して,市民的感性や専門的知見を具えた行政の
目利きも育てられるのであろう。
こうした様々なボランティア活動による文化
的な街づくりに,公的な支援は有難いもので,
「千天の慈雨」や羅針盤の如き役割を発揮する
ことも少なくない。公的な支援とは何であろう
か。それは金銭面の援助だけではない。むしろ,
市民の自主的な活動や新しい芽を大切にし,そ
れらの意味や可能性に対する深い理解,適切な
アドバイスや激励,あるいは目に見えない様々
な後方支援などを惜 しまないことである。そう
した現場のニーズを識別じ汲み取る行政の目利
きが各分野で求められている。
圧
(1)「産業とは何か」については,いろいろな見解が
みられるが,中村静治の次の規定が参考になる。「人
間の社会生活全体の維持 。発展のために必要な財貨
を生産するためのものであって,その活動はさまざ
まな生産物の生産者群からなっている」(中村静治
『現代工業経済論』汐文社,1973年)。
小論では,上記の見解をふまえつつも,サー ビス
経済化や芸術 。文化的領域の拡大などを考慮して,
「財貨」を「財貨・サービス」に広げるなど定義じ
直したものである。
(2)伊藤 孝『日本の近代化)童産―新しい文イ観オと地
域の活性化―』岩波新書,2000年,29ページ。
(3)「産業遺産とは何か」については,加藤康子によ
る次の定義,「歴史をつくってきた産業文明の仕事,
それにかかわる人々の全人生」(『産業遺産』日本経済
新聞社,1999年,10ページ)が貴重である。ただし,
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近代化産業遺産と文化的街づ くり
「産業文明」とは何かについて新たに定義する必要
があるなど留意点もみられる。そこで,「産業遺産と
は何か」については,「産業とは何か」の定義をふま
え,産業にかかわる人々を中心に据えた彼女の視点
を参考にして,定義し直した。
(4)加藤康子,前掲書, 3ページ。
(5)「産業文化とは何か」については,加藤康子氏も
明確には規定していないで,小論では詳しく定義し
た。
(6)加藤康子,前掲書, 3,18ページ。
(7)加藤康子,前掲書,17ページ。
(8)十名直喜「イギリスの産業 。地域 。生活―英国留
学の小窓を通して一」①～⑨,『日刊とうめい』,2001
年 12月26日,2002年1月22,23,29,30日,2
月1,4,5,6日付。
(9)加藤康子,前掲書,24ページ。
(10 加藤康子,前掲書,14-15ページ。
(■)伊藤 孝,前掲書,18ページ。
(10 加藤康子,前掲書,12ページ。
(1)畑村洋太郎『失敗を生かす仕事術』講談社,2002
年,46ページ。
(14)須田 寛『産業観光』交通新聞社,1999年,94-95
ページ。「産業観光」とは何かについて,須田 寛の
次の定義が注目される。
「産業文イ観オ(産業遺物,工場遺構,さらには現
用の産業機器,工場も含む)を地域の光 (特色)と
して打ち出し,それらに対する情報を発信すること。
さらにこれらを見,かつその意味を理解することに
よって非日常の体験をし,人生をよりゆたかなもの
とすると共に,人的交流を図り,そこからさらに新
しい文化を生み出す活動」
小論では,これをふまえて筆者なりにまとめ直し
た。
(10 5代加藤五平『加藤家系譜』1941年。これは, 5
代五平の肉筆によるもので,87ページからなる。第
1代の加藤景政から第27代の5代加藤五平までの
系譜力靖己されている。
(10 「6代加藤五平―郷土に足跡を残した人々⑮―」
『日刊とうめい』2002年5月10日付。この原稿は,
加藤高康社長が『加藤家系譜』に基づき,執筆した
ものである。
(10 5代加藤五平,前掲書,50～53ページ。
(10 同上,54ページ。
(19 同上,58ページ。
10 同上,57～58ページ。
ω 同上,62～64ページ。
12)愛知製陶所の工場内では「白生地置場」など全て
「生地」表示になっているが,一般的には「素地」
と書かれることが多い。厳密には,鋳込・仕上後の
生状態のものは「生地」で,素焼後のものは「素地」
に区分できるという (加藤高康)。 窯を持たない「生
地屋」をはじめ窯を持つ「素地屋」などが混在し多
様な分業関係がみられた。
23)加藤恒夫『加藤巨夫コレクンヨン 中国陶磁器図
録』1983年, 1ページ。
20朝日新聞,2001年0月1日付
15)同_L。
20 中村儀朋「芸術家横丁ω」『日刊とうめい』2002年
4月10日付
0つ 中村儀朋「芸術家横丁0」『日刊とうめい』2002年
4月11日付
28)『日刊とうめい』2002年1月17日付
(29)中村儀朋「芸術家横丁m」『日刊とうめい』2002年
4月12日付
00 中日新聞,2002年6月11日付
01)中日新聞,2002年6月17日付
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